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事　業　名 歳　入 歳　出 一 般 会 計
からの繰入金

国 民 健 康 保 険 4億7679万円 4億7679万円 3564万円
介 護 保 険 5億4094万円 5億2198万円 7491万円
後期高齢者医療 5222万円 5222万円 2130万円
簡 易 水 道 1億818万円 1億803万円 3739万円
公 共 下 水 道 1億7226万円 1億7226万円 1億2805万円
農 業 集 落 排 水 9005万円 9005万円 8048万円
赤 松 団 地 造 成 1604万円 1604万円 なし
財 産 区 造 林 197万円 197万円 なし
住宅新築資金等貸付 92万円 92万円 なし
索 道 会 計 3346万円 3225万円 なし

特別会計

　子育て日本 一を目指して
　　若者向け 住宅建築

塵芥処理対策事業
ストックヤード建設工事

2344万円
主な
事業

その他体育施設管理
八幡広場工事

8512万円
主な
事業

観光事業
旧中尾邸改修工事

1996万円
主な
事業

町営住宅管理事業
町営若者向け住宅新築工事（2棟）

2958万円
主な
事業

一 般 会 計

3億1974万円
＊事業を行うために借り入れたお金の元利償還金と
　一時借入金利子等の合計額。

34億4600万円歳入

32億516万円歳出

公債費

平成26年度

決 算

平成26年度

決 算

木質バイオマス資源活用事業
主な
事業

木質バイオマスボイラー導入

4177万円
町道新設改良事業

吉川村中２号線改良工事

1169万円
主な
事業
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わかさ議会だより　No146　平成25年11月

　８月20日から27日までの６日間、平成26年度各会計歳入歳出決算書、事項別明細書及び実
質収支に関する調書の計数と歳入歳出整理簿等関係諸帳簿・証書類を照合した結果、すべての
重要な点において適正に表示されているものと認めた。
　会計における残高は、預け入れ金融機関の預貯金残高等と符合しており、適正であると認め
た。また、基金に関する調書の計数並びに土地開発基金の運用についても、適正であると認めた。

（１）財政運営の指標について
　　財政関係指標等の数値は、
　　経常収支比率81.0％→83.2％（2.2ポイント増）
　と、やや財政が硬直化した。普通交付税の減少
と公債費の増加が主な要因となっている。指針
となる75％に向けた改善努力が望まれる。

（２）物品について
　　物品の管理台帳が整備不足で、現在残高の把
握がなされていない。棚卸による在庫確認はも
とより、早急に関係法令の改正及びシステム対
応等も含めた台帳を整備され、27年度には、ぜ
ひとも適正な物品管理を行われたい。

（３）各種税と使用料等の収入未済額の回収と管理について
　　町税をはじめ各種税と使用料等の収納率は、
現年度分はいずれも99％以上で、滞納繰越分を
含めても90％以上となっている。

監査委員　藤原　重明　　　監査委員　山根　政彦
決 算 審査意見（要約）監査委員

区　　　分
数　　　値

平成25年度末 平成26年度末

経常収支比率 81.0% 83.2%
実質公債費比率（単年度値） 7.5％ 6.0％
実質公債費比率（３年間の平均値） 9.3％ 8.0％
地方債残高 51億2281万円 49億9555万円

　

内　
　

訳

一般会計 31億3345万円 31億7042万円

簡易水道事業会計 2億6254万円 2億6648万円

公共下水道事業会計 9億7248万円 8億7549万円

農業集落排水事業会計 7億3788万円 6億7313万円

赤松団地造成事業会計 1646万円 1003万円

基金残高 22億1859万円 21億8866万円

　

9
月
10
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
案
件
を
審
査
す
る

た
め
、
会
期
中
の
15
日
～
24
日

に
当
委
員
会
を
開
催
し
、
執
行

部
の
出
席
を
求
め
、
慎
重
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
は
主
な
る
意
見
と
監
査
委
員

審
査
意
見
を
重
く
受
け
止
め
、

行
財
政
の
改
革
に
努
め
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
認
定
す
べ
き
と

決
定
し
ま
し
た
。

地
域
間
交
流
事
業

・�

武
蔵
市
と
の
交
流
で
は
、
物

産
品
販
売
な
ど
の
経
済
交
流

発
展
も
視
野
に
入
れ
取
り
組

ま
れ
た
い
。

移
住
定
住
促
進
事
業

・�

町
民
や
民
間
団
体
の
協
力
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
情
報
発
信

や
連
携
体
制
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
。

若
桜
鉄
道
対
策
事
業

・�

町
民
へ
公
共
交
通
と
し
て
の

必
要
性
を
広
め
、
若
桜
鉄
道

の
利
用
促
進
が
図
ら
れ
る
よ

う
努
め
ら
れ
た
い
。

敬
老
事
業

・�

参
加
率
が
低
い
。
参
加
者
が

増
え
、
敬
老
の
意
図
を
達
成

で
き
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

審
査
の
経
過

及
び
結
果

主
な
る
意
見
（
抜
粋
）

　　平成26年度の決算額は、歳入歳出差引残額2億
4069万円で、繰越財源を控除した実質収支は1億
9259万円の黒字決算となっている。
　　また、特別会計（10会計）の実質収支額では、６
会計が一般会計から繰り入れを受けた結果である。
　　特に高齢化が進んでいる当町では、各種保険
事業の給付額の増加が当面予想されることから、
これを抑制する施策が必要と思われる。
　　また、財政運営の判断指標数値は改善されつ
つあるが、税収が減少傾向にある中で水道設備
の統合や公営住宅の改修などのインフラ整備が
計画されており、財政的に余裕があるとはいえ
ない。限られた財源のなかで、合理的且つ効果
的な行政運営が行われるよう期待している。

一
般
会
計

特
別
会
計

ま とめ

監査の様子

留 意、検討事項 一 般 会 計
　　また、収入未済額の処理において、滞納整理
対策本部による特別徴収、滞納処分及び不納欠
損手続等を実施し、収入未済額は減少している。
引き続き、対応されるよう期待する。
　※�その他、委託料、振替済領収書、ホームページ、
誘致企業の対応、指定管理制度の運用、人事
管理についての指摘がありました。

連
絡
調
整
会
議
の

　
　
　

  

立
ち
上
げ
を

（仮称）決
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
26
年
度
決
算
認
定

わ
か
さ
こ
ど
も
園

・�

園
児
が
増
え
て
い
る
中
、
保

育
士
を
募
集
し
て
い
る
。
受

け
入
れ
態
勢
に
万
全
を
期
し
、

「
子
育
て
支
援
の
ま
ち
」
が

自
然
に
広
ま
る
よ
う
保
育
の

充
実
を
さ
れ
た
い
。

塵
芥
処
理
対
策
事
業

・�

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
有
効
に

使
わ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

①
国
民
健
康
保
険
事
業

・�

町
民
の
立
場
に
立
ち
、
不
公

平
と
な
ら
な
い
よ
う
徴
税
さ

れ
た
い
。

①�

幹
部
会
議
等
で
、
各
課
の
事

業
に
つ
い
て
の
確
認
を
さ
れ

て
い
る
が
、
も
う
一
歩
踏
み

込
ん
だ
議
論
を
重
ね
、
連
携

し
た
町
事
業
の
推
進
を
図
ら

れ
た
い
。

②�

農
業
振
興
・
観
光
振
興
に

は
、
横
の
連
携
が
欠
か
せ
な

い
。
各
関
係
団
体
と
連
携
を

密
に
し
て
、
課
題
や
方
向
性

に
つ
い
て
共
通
理
解
を
し
な

が
ら
、（
仮
称
）
連
絡
調
整

会
議
の
立
ち
上
げ
も
含
め
、

将
来
に
向
け
必
要
な
組
織
体

制
な
ど
議
論
し
、
改
革
を
進

め
ら
れ
た
い
。

更
な
る
行
政
効
果
や
経
済

効
果
を
上
げ
る
た
め
に

農
業
振
興
事
業

・�

青
年
就
農
の
担
い
手
確
保
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

特
産
品
開
発
支
援
事
業
・
活
性

化
施
設
管
理
運
営
事
業

・�

旧
戸
倉
ト
ン
ネ
ル
な
ど
を
十

分
に
活
用
し
た
特
産
品
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
さ
れ
た
い
。

生
涯
学
習
情
報
館
運
営
事
業

・�

利
用
し
た
く
な
る
よ
う
な
施

設
に
な
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

決算審査の様子

生涯学習情報館

②
介
護
保
険
事
業

・�

元
気
高
齢
者
づ
く
り
に
力
を

注
が
れ
た
い
。

③�

公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集

落
排
水
事
業

・�

未
接
続
数
が
減
ら
せ
る
よ
う

努
力
さ
れ
た
い
。

④
赤
松
団
地
造
成
事
業

・�

残
り
の
5
区
画
の
販
売
に
向

け
更
な
る
努
力
を
さ
れ
た

い
。
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地方創生事業化へ
　観光ルート創出

　 平 成27年 第６回 議
会 定 例 会 は ９ 月10日
に招集され、町長から
提出された議案24件、
議員提出議案３件を慎
重審議の結果、全議案
を可決し、９月25日に
閉会した。

平成
27年度

一
般
会
計
総
額

２
億
３
９
３
０
万
円
を
追
加
補
正

36
億
１
０
７
８
万
円

■�

平
成
27
年
度
若
桜
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
２
号
）

 
主
な
歳
入

　

地
方
創
生
先
行
型
交
付
金　

�

２
６
３
２
万
円

　

�

結
婚
に
向
け
た
出
会
い
の
機
会
等

　

創
出
事
業
補
助
金�

30
万
円

　

�

鳥
取
県
林
業
創
生
オ
ー
ス
ト
リ
ア
技
術

導
入
推
進
事
業
費
補
助
金�

10
万
円

　

�

が
ん
ば
る
農
家
プ
ラ
ン
事
業
費

　

補
助
金�
１
３
７
万
円

　

公
共
交
通
維
持
基
金
繰
入
金

�

２
４
１
４
万
円

　

前
年
度
繰
越
金�

１
億
８
２
９
万
円

 

主
な
歳
出

　

結
婚
推
進
事
業�

30
万
円

　

地
方
創
生
事
業�

２
８
８
７
万
円

　

若
桜
鉄
道
対
策
事
業

�

３
０
２
７
万
円

●�

若
桜
町
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
若

桜
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

�　

特
定
個
人
情
報
に
関
す
る
規
定
の

整
備
。

●�

若
桜
町
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条

例
及
び
議
会
議
員
そ
の
他
非
常
勤
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

�　

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を

図
る
た
め
。

●�

若
桜
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

�　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
手

数
料
の
追
加
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

�

１
４
９
６
万
円

　

商
工
振
興
事
業�

７
０
３
９
万
円

　

観
光
事
業
費�

１
１
１
３
万
円

　

�

氷
ノ
山
高
原
の
宿
氷
太
く
ん
管
理
運

営
事
業�

１
０
０
１
万
円

■�

平
成
27
年
度
若
桜
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

�　

１
６
７
１
万
円
を
追
加
し
、
総
額

１
億
９
３
７
６
万
円
と
し
た
。

■�

平
成
27
年
度
若
桜
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

�　

47
万
円
を
追
加
し
、
総
額
２
億
５

　

７
２
０
万
円
と
し
た
。

■�

平
成
27
年
度
若
桜
町
索
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

�　

１
０
５
８
万
円
を
追
加
し
、
総
額

６
１
７
７
万
円
と
し
た
。

算
予

例
条

Gバス運行開始

若桜町役場

譲渡されるそばコンバイン

●�

若
桜
町
八
幡
広
場
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

使
用
料
に
年
間
会
費
を
追
加
。

●�

若
桜
町
災
害
遺
児
手
当
支
給
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

�　

災
害
遺
児
手
当
助
成
条
例
施
行
規

則
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

●�

若
桜
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

�　

小
児
医
療
費
助
成
の
対
象
を
高
校

生
ま
で
拡
大
。

■
町
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

一
、
無
償
譲
渡
を
す
る
財
産

　

�　

普
通
型
コ
ン
バ
イ
ン

二
、
無
償
譲
渡
の
相
手
方

　
　
　

吉
川
Ｙ
Ｙ
Ｃ

　
　
　

代
表　

津
村　

光
明

三
、
無
償
譲
渡
の
理
由

　

�　

平
成
27
年
９
月
１
日
に
購
入
し
た

普
通
型
コ
ン
バ
イ
ン
を
若
桜
町
地
域

特
産
作
物
と
し
て
奨
励
す
る「
そ
ば
」

を
栽
培
し
、
地
域
振
興
等
に
貢
献
し

て
い
る
任
意
団
体
の「
吉
川
Ｙ
Ｙ
Ｃ
」

に
無
償
で
譲
渡
す
る
も
の
。

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

藤
原　

重
明
さ
ん
（
赤
松
）

　
　

任
期　

平
成
31
年
９
月
ま
で

の
そ

他

■�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　

山
根　

慶
子
さ
ん
（
大
炊
）

議
員
提
出
議
案

●�

若
桜
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

�　

議
員
が
出
産
の
た
め
出
席
で
き
な

い
と
き
は
、
日
数
を
定
め
、
議
長
に

欠
席
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●�

若
桜
町
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

�　

傍
聴
席
に
つ
え
を
持
ち
込
む
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
。

●�

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
す
る
早
急
な

対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

�　

国
内
外
の
情
勢
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
す
る
対

策
を
要
望
す
る
も
の
。

条
　
例

■�

若
桜
民
工
芸
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

�　

若
桜
宿
に
残
る
カ
リ
ヤ
の
古

民
家
を
宿
内
の
観
光
施
設
の
一

つ
と
し
て
観
光
客
に
開
放
す
る

も
の
。

■�

若
桜
鉄
道
株
式
会
社
に
対
す
る

町
民
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

�　

法
人
住
民
税
に
係
る
課
税
免

除
適
用
期
間
を
延
長
す
る
も
の
。

そ
の
他

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

一
、
財
産
の
内
容

　
　

除
雪
ド
ー
ザ
ー

二
、
契
約
の
相
手
方

　
　

三
洋
重
機
株
式
会
社

�

取
締
役
社
長　

花
原　

俊

三
、
取
得
金
額

　
　

１
０
５
７
万
３
２
０
０
円

　
　

�（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

相
当
額
を
含
む
）

四
、
取
得
の
目
的

　

�　

除
雪
ド
ー
ザ
ー
を
更
新
し
効

率
的
な
除
雪
を
行
う
こ
と
で
冬

期
の
交
通
確
保
を
図
る
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

一
、
工
事
名

　

�　

若
桜
町
役
場
庁
舎
耐
震
改
修

等
工
事

二
、
契
約
の
相
手
方

　
　

こ
お
げ
建
設
株
式
会
社

�

代
表
取
締
役　

山
根　

敏
樹

三
、
契
約
金
額

　
　

金
、
７
２
９
０
万
円

　
　

�（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

相
当
額
を
含
む
）

９ 月 議 会 定 例 会

第
4
回
臨
時
会

第
5
回
臨
時
会

7/9

8/17
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決　
　

算

平成26年度若桜町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成26年度若桜町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成26年度若桜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成26年度若桜町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成26年度若桜町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成26年度若桜町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成26年度若桜町赤松団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成26年度若桜町財産区造林事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成26年度若桜町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成26年度若桜町索道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

予　
　

算

平成27年度若桜町一般会計補正予算（第2号） 可決
平成27年度若桜町介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 可決
平成27年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） 可決
平成27年度若桜町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決
平成27年度若桜町索道事業特別会計補正予算（第１号） 可決

条　
　

例

若桜町個人情報保護条例及び若桜町情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正について 可決
若桜町職員の再任用に関する条例及び議会議員その他非常勤職員の公務災害補償等
に関する条例の一部改正について 可決

若桜町手数料徴収条例の一部改正について 可決
若桜町八幡広場の設置及び管理に関する条例の一部改正について 可決
若桜町災害遺児手当支給条例の一部改正について 可決
若桜町特別医療費助成条例の一部改正について 可決

そ
の
他

町有財産の無償譲渡について（普通型コンバイン） 可決
監査委員の選任について 同意
人権擁護委員候補者の推薦について 適任

請
願
・
陳
情

外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の採択を求める陳情 ［委員会審査結果］
継続審査 ー

護岸の嵩上げ及び河床掘削に関する陳情書 ［委員会審査結果］
採　択 可決

移動通信鉄塔管理道路の町道編入早期実施に関する陳情書 ［委員会審査結果］
採　択 可決

砂防ダム設置の関する陳情書 ［委員会審査結果］
採　択 可決

屋堂羅川上流の流木撤去に関する陳情書 ［委員会審査結果］
不採択 可決

意非神社への水道設備設置に関する陳情書 ［委員会審査結果］
不採択 可決

防犯外灯設置のための電柱等設置に関する陳情書 ［委員会審査結果］
趣旨採択 可決

林道新設に関する陳情書 ［委員会審査結果］
趣旨採択 可決

人種差別を扇動するヘイトスピーチを禁止し処罰する法律の制定に
関する陳情

［委員会審査結果］
採　択 可決

平成28年度若桜町商工会一般補助金の増額に関する陳情書 ［委員会審査結果］
継続審査 ー

審議結果一目でわかる
議
員
提
出
議
案

若桜町議会会議規則の一部改正について 可決
若桜町議会傍聴規則の一部改正について 可決
ヘイトスピーチに対する早急な対策を求める意見書 可決

議案の採決は、川上守議長を除く９人で行います。

【中尾理明議員】
　部落解放同盟高野支部補助金173万2千円
の支出に反対。昭和44年始まった時限立法
「同和対策事業特別措置法」が失効の後、様々
な法律名で継続し、平成14年３月31日で特
別措置法は終了した。根拠法失効により該当
事業は終結すべきと考えるので、反対する。

反対×の意見

賛成○の意見

氏　　　　名

青
木　

一
憲

山
根　

政
彦

山
本　

安
雄

岡
田　

一
弥

前
住　

孝
行

山
本　

晴
隆

上
川
裕
見
子

中
尾　

理
明

小
林　
　

誠

結　
　
　

果
平成26年度若桜町一般会計歳入歳出決算の認定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認定

氏　　　　名

青
木　

一
憲

山
根　

政
彦

山
本　

安
雄

岡
田　

一
弥

前
住　

孝
行

山
本　

晴
隆

上
川
裕
見
子

中
尾　

理
明

小
林　
　

誠

結　
　
　

果
集団的自衛権行使を具体化する「安全保障関連
法案」に反対するように求める請願書 × × 退

席 × × × 退
席 ○ × 否決

討論 賛否の分かれた議案
決算の認定について

請　願

９　月
定例会

【前住孝行議員】
　第９次若桜町総合計画の中に、「隣保館を
中心に関係機関と連携しながら、人権啓発活
動を推進します。」と記載があり、関係機関
の中に解放同盟高野支部も含まれていると考
える。
　差別のない明るい社会に向けて尽力されて
いる協議会であり、その活動を後押しする意
味で、必要であると考えるので、賛成する。

賛成○の意見

反対×の意見
【前住孝行議員】
　この法案は、戦争をする法案ではなく、戦
争をさせない法案である。今のままで良いと
言う人は、少数とのデータもあり、何か対策
を講じる必要がある。
　安全保障関連法案採決後も、国民への説明
は必要だが、国民が安全な暮らしをするため
には、この法案が必要であるため、反対する。

【中尾理明議員】
　安部内閣の憲法違反＝集団的自衛権行使に
よる海外での戦争法に反対する。国会審議で
も、安部首相は憲法批判に対し、何一つまと
もに耳を貸さず、ご都合主義に終始している。
まさに、民主主義を踏みにじる暴挙であり、
認められないため、賛成する。

全会一致の議案
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委員会活動報告教育民生常任委員会  調査研究報告

総務産業常任委員会

教育民生常任委員会

産業観光課

町民福祉課

特産品開発に、旧戸倉トンネルを活用！
　若桜町の特産品開発のために、５月12日に関係者と
トンネルの活用方法についての意見交換と現地調査を
行いました。
　その後、関係者から「旧戸倉トンネルを利用するた
めの要望書」が提出され、議会と執行部で要望書の内
容について協議を行いました。以下のようなことに活
かせると考え、「国道29号旧戸倉トンネルを活用するた
めの要望書」を８月24日に石破茂地方創生担当・内閣
府特命担当大臣（国家戦略特別区域）へ、町長・議長
連名で提出しました。
　今後は、活用に向けて具体化するよう執行部と協議していきます。

【調査年月日】平成27年８月３日（月）～４日（火）
【調　査　地】⑴福井県若狭町熊川宿
　　　　　　�⑵兵庫県篠山市篠山
【調査事項】伝統的建造物群保存地区選定について
【参　加　者】委員５名、議会事務局１名、計６名

⑵�兵庫県篠山市篠山
○助成制度の概要
　�　外観とそれを支える構造体。伝統的建
造物（特定物件）は、８割限度額800万円。
工作物（門・塀）は、８割限度額300万円。
伝統的建造物以外の建造物は、６割限度
額600万円。工作物６割限度額200万円。
保存団体へ８割限度額30万円。

●�もみ・玄米の保存は保冷庫が主流である
が、旧戸倉トンネルは、標高が高い場所に
あり、年間を通して温度・湿度が安定して
いる内部は、保存に最適な環境である。

●�米と同様に、醸造酒を５～10
年間熟成保存することにより、
商品に付加価値を付け、ブラ
ンド化、特産品開発に繋がる。

●�茸 類 等 の
栽培にも最
適である。

世代間交流センターのイメージ図

旧戸倉トンネルを調査している様子

熊川宿の消火器入れ

篠山の景観に配慮された自動販売機熊川宿の電線地中化

世代間交流センター・わかさこども園
【意見】
・�使う目的を決め、保護者や先生が、どのようにしたら使い便利
が良いか、協議する必要がある。
・�エアコンや暖房施設など急ぐものは、補正予算でも組んで使い
便利のよいものにされたい。
・�こども園のトイレ、排水関係、保健室に不具合があるようなの
で、出来るだけ早く改修されたい。

●住民参加の取り組み
　�　地区住民の理解を得るために、篠山市では６町自治会長への説明会、地元説明会などを何度も開催
されていた。修景・修理基準ありきだと、住民への理解が得にくいので、本町の町並みの特徴を決め
た上で、柔軟に対応する必要がある。

●各課の連携
　�　伝統的建造物群保存地区指定だけに留まらず、併せて景観整備やまちづくり（空き家利用、移住定
住対策含む）にも広がりが見られる。担当課だけで事業をしていくのではなく、関連した電線地中化
や舗装の工夫、税制面の優遇や観光客の受け入れなど、課を越えた取り組みで、より良い事業へと繋
がると考えられる。

●各団体との信頼関係
　�　まちづくり推進体制を整え、町並み保存団体、町並み保存登録業者会、保存審議会などと相互に連
携することで、住民の合意形成に努めることが重要であり信頼関係を築きながら、進める必要がある。

若桜町に活かせること

調　査　内　容
⑴�福井県若狭町熊川宿
○助成制度の概要
　�　外観とそれを支える構造体。戦前の建
造物は、８割限度額800万円、戦後の建
造物は、６割限度額600万円。

○熊川宿観光客の推移
　�　H８年度1000人、H12年度５万人、H16
年度以降40万人前後
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詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

中尾　理明 議員

青木　一憲 議員

前住　孝行 議員

山根　政彦 議員

山本　晴隆 議員

上川裕見子 議員

質 

問 

者一般質問Ｑ Ａ 　９月議会定例会の一般質問は、９月11日に行われ、
６人の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁を要約して紹介します。

中尾　理明�議員青木　一憲�議員

Q　

東
部
行
政
管
理
組
合

は
可
燃
物
施
設
発
電
に
備

え
、
中
電
へ
2
億
円
の
工

事
費
の
負
担
に
よ
り
、
高

分
率
ご
み
焼
却
発
電
へ
と

進
め
る
議
決
を
し
ま
し
た

が
、
発
電
出
力
維
持
の
た

め
の
ご
み
確
保
が
条
件
と

な
り
、
ご
み
の
減
量
化
に

逆
行
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
焼
却
さ
え
派
生
さ

せ
る
危
険
性
が
大
き
い
上
、

突
然
の
費
用
負
担
、
新
可

Q　

伝
統
的
建
造
物
群
保

存
対
策
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
の
進
捗
状

況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

�

高
木
政
寛
教
育
長

A　

１
次
調
査
は
、
位
置

調
査
と
景
観
調
査
を
行
い
、

２
次
調
査
は
、
1
次
調
査

を
基
に
個
別
に
調
査
す
る

対
象
物
件
の
う
ち
、
所
有

者
了
解
の
下
で
建
造
物
の

詳
細
調
査
を
実
施
す
る
も

燃
物
処
理
場
供
用
開
始
の

平
成
31
年
度
に
同
時
稼
働

し
な
い
よ
う
な
非
計
画
的

な
や
り
方
で
あ
り
、
何
よ

り
も
今
な
お
地
元
の
十
分

な
理
解
、
同
意
が
な
い
中

議
決
す
る
や
り
方
に
は
納

得
が
で
き
ま
せ
ん
。
考
え

を
聞
き
ま
す
。

�
小
林
昌
司
町
長

A　

今
回
の
工
事
は
、
計

画
中
の
新
処
理
施
設
の
発

電
に
伴
う
売
電
の
た
め
中

電
と
の
協
議
の
結
果
、
変

電
所
の
増
強
、
高
圧
線
及

び
鉄
塔
の
一
部
増
強
、
施

設
か
ら
変
電
所
ま
で
の
高

圧
線
の
新
設
を
す
る
も
の

で
す
。
な
お
、
発
電
力
は
、

環
境
省
基
準
の
総
熱
量
が

２
１
０
０
㎉
に
対
し
、
現

在
の
ご
み
の
分
別
形
態
を

の
で
、
22
件
の
建
物
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　

建
物
の
保
存
や
古
民

家
の
改
修
だ
け
で
は
観
光

客
は
来
て
く
れ
な
い
。
交

流
人
口
を
増
や
そ
う
と
思

え
ば
、
電
線
地
中
化
、
道

路
の
舗
装
な
ど
町
並
み
づ

く
り
や
景
観
整
備
を
整
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

歴
史
的
な
町
並
み

を
維
持
し
な
が
ら
町
づ
く

り
の
１
つ
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
有
効
な

制
度
と
思
っ
て
お
り
、
建

物
の
み
で
は
な
く
、
そ
の

周
辺
の
町
並
み
や
景
観
に

配
慮
し
た
整
備
、
例
え
ば
、

基
本
と
し
た
新
施
設
計

画
試
算
は
、
２
２
０
０
㎉

と
な
る
と
説
明
を
受
け
て

お
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
を
燃
や
す
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
町
は

２
６
０
万
円
を
負
担
し
ま

す
。

　

地
元
へ
の
理
解
、
同
意

で
す
が
、
新
施
設
予
定
地

の
地
権
者
6
集
落
の
う

ち
５
集
落
の
同
意
を
受
け
、

１
集
落
に
対
し
引
き
続
き

説
明
会
を
重
ね
る
等
理
解

を
促
す
努
力
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
早
期
に
稼
働
開
始

す
る
た
め
に
は
現
時
点
が

適
切
な
時
期
で
あ
っ
た
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

Q　

国
英
地
区
ゴ
ミ
処
理

場
建
設
反
対
協
議
会
に
よ

る
新
可
燃
物
処
理
場
予
定

地
の
建
設
差
止
め
の
訴
訟

は
、
高
裁
松
江
支
部
で
10

月
21
日
に
判
決
が
出
る
予

定
で
す
。
建
設
予
定
地
の

保
安
林
解
除
に
対
す
る
地

権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
て

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、

電
線
地
中
化
な
ど
も
有
効

な
整
備
と
は
思
い
ま
す
が
、

電
線
地
中
化
に
は
多
大
な

経
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
指
定
を
受

け
て
、
そ
の
制
度
の
中
で

可
能
な
も
の
か
ら
取
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

事
業
を
強
行
す
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
が
、
町

長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

�

小
林
町
長

A　

保
安
林
解
除
の
問
題

に
つ
い
て
は
土
地
の
取
得

が
終
わ
っ
た
後
に
申
請
す

る
も
の
で
あ
り
、
事
業
の

重
要
性
か
ら
解
除
許
可
は

下
り
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

総
合
戦
略
の
評
価

に
よ
り
、
新
型
交
付
金
確

保
が
で
き
な
け
れ
ば
、
一

般
財
源
で
事
業
を
行
わ
ざ

る
を
え
な
い
懸
念
が
あ
り
、

来
年
度
、
地
方
交
付
税

算
定
の
合
理
化
に
よ
る
削

減
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
す

る
町
長
の
所
見
を
伺
い
ま

す
。

Q　

若
桜
町
の
玄
関
で
も

あ
る
、
上
高
野
か
ら
若
桜

宿
入
口
ま
で
の
国
道
両
側

の
雑
木
と
雑
草
が
年
々
大

き
く
な
り
観
光
客
を
お
迎

え
す
る
に
も
寂
し
い
状
況

だ
と
思
い
ま
す
。
綺
麗
に

整
備
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。
町
長
の

考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

新
型
交
付
金
も
得

ら
れ
ず
、
地
方
交
付
税
も

削
減
さ
れ
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す

る
た
め
、
事
業
の
見
直
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

を
進
め
ま
す
。
同
時
に
、

本
町
に
重
要
で
効
果
の
あ

る
事
業
は
、
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。
そ
の
た
め

の
財
源
確
保
を
、
鳥
取
県

町
村
会
長
と
し
て
、
国
へ

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
防
災
対
策
、
地

方
創
生
問
題
な
ど
に
つ
い

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。〉

�

小
林
町
長

A　

国
道
交
通
省
鳥
取
河

川
国
道
事
務
所
、
郡
家
維

持
出
張
所
及
び
八
頭
県
土

事
務
所
長
と
の
意
見
交
換

会
の
際
に
も
要
望
し
て
い

ま
す
。
現
在
農
業
委
員
会

で
も
議
論
を
さ
れ
て
い
る

状
態
で
、
所
有
者
の
方
々

に
も
適
正
管
理
を
お
願
い

す
る
な
ど
、
町
と
し
て
も

今
後
の
状
況
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
な
対
応
が
で
き

る
か
検
討
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

Q　

荒
廃
農
地
、
遊
休

農
地
が
約
40
ha
あ
り
ま
す
。

年
々
人
口
減
少
と
高
齢
化

の
進
む
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
集
落
周
辺
の
荒
廃
農

地
、
遊
休
農
地
の
復
元
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
町
長
の
考
え

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

�
小
林
町
長

A　

農
地
は
本
来
耕
作
者

が
管
理
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
旦
荒
廃
農
地
と
な
れ
ば

復
元
に
は
多
大
な
労
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
ず

は
遊
休
農
地
を
出
さ
な
い

取
組
み
が
重
要
と
も
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
生
活
に

影
響
の
あ
る
集
落
周
辺
の

農
地
に
つ
い
て
は
、
集
落

の
景
観
や
安
全
を
守
る
と

い
う
観
点　

か
ら
集
落
と

し
て
の
共
同
作
業
な
ど
の

取
組
み
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
若
桜
町
の
地
方
創
生

の
１
つ
の
柱
と
し
て
、
農

林
業
の
振
興
、
後
継
者
育

成
に
取
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

上高野バス停周辺の雑木・雑草

伝統的建造物群

制
度
の
中
で
可
能
な
も
の

 

か
ら
取
組
ん
で
い
く

町
並
み
づ
く
り
や

 

景
観
整
備
を
整
え
な
け
れ
ば

ごみ問題

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
燃
や
さ
ず

 

資
源
ご
み
に

発
電
は
ご
み
減
量
化
に

 

逆
行
し
な
い
か
？

荒廃農地と環境整備

地
方
創
生
の
１

つ
の
柱
と
し
て
、

農
林
業
の
振
興
、

後
継
者
育
成

荒
廃
農
地
、
遊
休

農
地
の
復
元
を

地方創生問題

行
政
の
効
率
化

進
め
、
財
源
確

保
に
全
力

新
型
交
付
金
で

地
方
創
生
は
進

む
の
か
？
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Q　

平
成
25
年
３
月
の
町

長
施
政
方
針
か
ら
住
民
自

治
基
本
条
例
と
い
う
言
葉

が
聞
か
れ
ま
す
が
、
か
た

ち
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
進

捗
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

他
の
業
務
の
煩
雑
さ

に
紛
れ
て
進
ん
で
い
な
い

の
が
実
態
で
し
て
、
お
詫

び
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

Q　
「
共
生
の
里
」
事
業

の
現
在
の
状
況
を
伺
い
ま

す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

耕
作
放
棄
地
再
生
に

向
け
て
、
小
船
再
生
の
里

実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ

火
入
れ
作
業
、
伐
根
、
耕

う
ん
、
水
路
清
掃
な
ど
や
、

ま
た
猪
等
の
侵
入
防
止
柵

の
設
置
や
石
拾
い
な
ど
の

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

は
以
前
よ
り
町
づ
く
り
を

し
て
い
く
に
は
、
住
民
参

加
が
必
要
で
あ
り
、
地
域

の
こ
と
は
住
民
が
責
任
を

持
っ
て
決
定
し
て
い
く
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Q　

何
か
問
題
点
が
あ
る

の
か
と
思
い
、
研
究
し
た

と
こ
ろ
、
様
々
な
問
題
を

抱
え
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
条
例
の
よ
う
で
す
。

検
討
委
員
会
に
つ
い
て
、

委
員
選
定
の
方
法
、
報
酬

の
あ
り
方
な
ど
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

制
定
に
向
け
た
作
業

作
業
を
、
郵
便
局
長
会
の

皆
さ
ん
と
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　

他
の
地
域
で
も
「
共

生
の
里
」
事
業
の
よ
う
な

取
組
み
を
、
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

積
極
的
に
県
の
「
共

生
の
里
」
事
業
も
考
え

て
見
た
い
し
、
若
桜
版
と

い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
、

集
落
を
元
気
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

遊
休
農
地
の
解
消
や

農
業
指
導
な
ど
の
相
談
を

行
う
Ｊ
Ａ
と
、
農
事
実
行

組
合
な
ど
と
の
連
携
強
化

を
図
る
べ
き
と
思
い
ま
す

が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で

あ
り
、
検
討
委
員
に
つ
い

て
も
現
在
選
定
で
き
て
い

ま
せ
ん
。

Q　

最
高
規
範
性
を
外
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま

す
。
町
長
の
所
見
を
伺
い

ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

今
回
、
最
高
規
範
に

つ
い
て
書
い
て
な
く
、
ま

だ
、
そ
こ
ま
で
の
話
を
し

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
住
民

の
憲
法
を
決
め
る
と
い
う

こ
と
は
、
住
民
を
交
え

た
話
し
合
い
と
い
う
の
が

非
常
に
大
切
で
し
て
、
一

方
的
に
も
の
を
決
め
て
や

る
と
い
う
こ
と
な
ら
、
私

は
、
作
ら
な
い
方
が
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

町
で
も
農
業
専
門

員
を
配
置
し
て
営
農
等
の

相
談
に
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
Ｊ
Ａ

と
の
関
係
を
強
化
し
つ
つ
、

営
農
指
導
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q　

各
農
業
団
地
の
共
同

作
業
が
、
農
業
者
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
年
々
大
変

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
後
継
者
不
足
が
そ
の

一
つ
の
原
因
と
考
え
ま
す

が
、
担
い
手
の
意
見
を
十

分
に
把
握
し
、
若
者
に
対

し
て
の
施
策
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い

ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

農
地
を
守
っ
て
い
た

だ
く
為
に
は
、
若
い
方
々

を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り

も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
農
業
だ
け
で
生
計
を

立
て
る
の
で
は
な
く
、
半

農
半
Ｘ
や
生
き
が
い
対
策

と
し
て
の
農
業
と
い
っ
た

視
点
で
の
取
組
み
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

東
部
４
町
合
同
結
婚

推
進
事
業
と
し
て
、
い
つ

婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

参
加
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

平
成
26
年
度
は
２

月
に
八
頭
町
で
開
催
さ
れ
、

35
名
が
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
町
内
か
ら
の
参
加

者
は
大
変
少
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

氷
太
く
ん
を
会
場
に
し
て

25
歳
か
ら
50
歳
の
方
男
女

25
名
の
定
員
で
行
い
ま
す
。

Q　

婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
何
名
任
命
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

町
民
が
、
気
楽
に

恋
愛
結
婚
相
談
が
で
き
る

人
材
を
育
成
し
、
婚
活
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
と
希
望
者

へ
の
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
た
め
に
６
名
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

備
す
る
予
定
に
し
て
お
り

ま
す
。

〈
そ
の
他
、
独
居
高
齢
者

の
対
策
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。〉

一　般　質　問Ｑ Ａ

Q　

電
線
地
中
化
に
つ

い
て
は
、
若
桜
の
本
通
り

は
県
道
の
た
め
、
本
町
が

事
業
主
体
に
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
県
へ
の
要

望
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

町
長
の
所
見
は
ど
う
で
す

か
。

�

小
林
町
長

A　

町
道
と
県
道
も
入
っ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

ど
こ
が
事
業
主
体
に
な
る

か
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
県

と
協
議
を
し
て
み
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
県
が
す
る

な
ら
、
い
く
ら
か
の
負
担

金
を
と
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

Q　

町
長
の
答
弁
の
中
で

蔵
通
り
の
舗
装
改
修
の
こ

と
が
出
ま
し
た
が
、
い
つ

ご
ろ
か
聞
き
た
い
で
す
が

ど
う
で
し
ょ
う
。

�

小
林
町
長

A　

来
年
ぐ
ら
い
調
査
を

し
て
、
再
来
年
ぐ
ら
い
に
は

し
た
い
気
持
ち
で
い
ま
す
。

区
指
定
制
度
を
成
功
さ
せ

て
い
る
先
進
地
で
は
、
複

合
的
に
事
業
を
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
複
合
的
事
業
と

な
る
と
各
課
を
越
え
た
協

議
が
な
さ
れ
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

伝
統
的
建
造
物
群
の

指
定
は
家
屋
の
外
観
の
み

で
あ
り
ま
す
が
、
他
の
複

合
施
設
、
例
え
ば
道
路
の

改
良
、
電
線
の
地
中
化
等

一
気
に
改
修
で
き
ま
せ
ん

が
、
全
町
的
な
立
場
で
検

討
す
べ
き
で
あ
り
、
教
育

委
員
会
の
み
で
は
で
き
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

伝
統
的
建
造
物
群
地

電線地中化されている熊川宿

「共生の里」事業の作業風景

住民自治基本条例

住
民
を
交
え
た
話
し
合
い
で
決
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
。
中
間
に
議

会
と
も
協
議

最
高
規
範
性
を
入
れ
る
の
か
、

議
会
と
の
協
議
も
必
要
で
は

農業振興

若
桜
版
「
共
生
の
里
」
事
業

も
検
討
し
た
い

他
の
地
域
で
も
「
共
生
の
里
」
事

業
の
よ
う
な
取
組
み
を
考
え
て
は

宿のまちづくり

県
と
協
議
し
て
み

な
い
と
い
け
な
い

電
線
地
中
化
は
、

県
に
要
望
し
て
は

婚活推進事業

結
婚
相
談
な
ど
が

で
き
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
目
指
す

婚
活
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
事
業

と
は
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上川　裕見子�議員

Q　

宮
の
下
橋
周
辺
は
、

親
子
が
身
近
に
川
遊
び
が

体
感
で
き
「
清
流
の
町
若

桜
」
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

最
高
の
場
所
と
考
え
ま
す
。

　

河
原
を
護
岸
整
備
、
除

草
等
を
行
え
ば
、
連
日
、

自
然
体
験
型
の
観
光
、
教

育
の
交
流
人
口
を
増
や
せ

る
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

町
も
今
後
の
観
光

Q　

京
都
大
学
大
学
院
の

岡
田
知
弘
教
授
の
講
演
を

聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
国

や
地
方
自
治
体
が
誰
の
た

め
に
あ
る
べ
き
か
、
鋭
く

問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て

い
る
、
地
域
社
会
を
維
持

す
る
最
大
の
事
業
主
体
は

中
小
企
業
、
業
者
、
農
家
、

協
同
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地

方
自
治
体
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
力
を
つ
け
る
こ
と
こ

そ
重
要
で
あ
る
と
説
か
れ

ま
し
た
。
地
域
か
ら
も
の

を
見
る
こ
と
の
重
要
性
で

施
策
を
進
め
る
上
で
、
大

事
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
在
も
町
外
か
ら
、
多
く

の
方
が
、
清
流
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

ホ
タ
ル
が
多
く
発
生
す
る

と
聞
き
つ
け
、
見
に
来
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
は
自
然
体
験

で
き
る
財
産
が
あ
り
、
清

流
を
題
材
に
、
河
原
整
備
、

除
草
対
策
も
併
せ
て
一
体

的
な
整
備
の
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

Q　

近
年
、
若
桜
町
の
鮎

解
禁
日
か
ら
約
１
ヶ
月
後
、

冷
水
病
等
で
鮎
が
激
減
し

て
い
ま
す
。

し
た
。
26
年
度
の
一
般
会

計
で
は
32
億
円
余
の
資
金

が
役
場
か
ら
出
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
本
町
の

住
民
・
企
業
・
産
業
へ
と

流
れ
て
い
っ
た
額
、
比
率

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

可
能
な
限
り
町
内

業
者
に
発
注
す
る
よ
う

配
慮
し
て
い
る
が
、
こ
れ

　

毎
年
産
地
を
選
定
さ
れ

稚
魚
の
買
い
付
け
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
支
部
の
予

算
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

若
桜
支
部
の
購
入
費
に

助
成
し
、
良
質
な
稚
魚
を

放
流
で
き
れ
ば
、
禁
漁
日

ま
で
、
多
く
の
太
公
望
が

来
町
さ
れ
る
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
に
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

千
代
川
漁
協
若
桜
支

部
で
は
会
員
の
ご
努
力
に

よ
り
、
わ
か
さ
清
流
祭
り

や
第
３
回
を
迎
え
た
鮎
釣

り
大
会
の
実
施
な
ど
、
活

発
な
活
動
に
対
し
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

本
来
漁
協
が
実
施
さ
れ

る
事
業
の
財
源
は
、
遊
業

料
の
自
主
財
源
で
運
営
さ

れ
る
の
が
基
本
で
あ
り
ま

す
が
、
四
国
で
開
催
さ
れ

る
利
き
鮎
大
会
に
出
場
さ

れ
、
上
位
入
賞
で
き
れ
ば
、

放
流
の
支
援
の
価
値
は
十

分
あ
り
ま
す
。
今
後
、様
々

な
面
で
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

と
て
材
料
は
町
外
の
も
の

を
使
っ
て
い
る
。
分
類
可

能
な
一
例
で
は
左
上
の
表

と
な
る
が
、
人
件
費
関
係

を
入
れ
る
と
約
15
億
円
で

46
・
9
％
で
す
。

Q　

一
般
・
特
別
会
計
合

わ
せ
て
40
億
円
の
資
金
を

動
か
せ
る
本
町
は
地
域
経

済
に
お
け
る
一
大
投
資
主

体
。
責
任
や
影
響
力
は
す

ご
い
。
そ
れ
ら
の
資
金
が

さ
ら
に
本
町
内
を
流
れ
て

行
く
こ
と
が
活
性
化
の
１

つ
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
地
域
内
再
投

資
力
と
言
い
ま
す
が
、
町

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

本
町
で
発
生
す
る
支

出
負
担
行
為
は
で
き
る
限

り
町
内
で
完
結
す
る
の
が

　

ま
た
、
町
と
し
て
も
、

今
後
も
魚
が
住
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
と
し
て
、
保

水
力
を
高
め
る
森
林
整
備

や
さ
ら
な
る
水
質
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

Q　

若
桜
駅
か
ら
国
道
29

号
線
の
間
は
耕
作
放
棄
地

も
あ
り
、
観
光
地
と
し
て

は
あ
ま
り
望
ま
し
く
な
い

環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
観
光
目

的
で
、
Ｓ
Ｌ
・
Ｄ
Ｌ
・
ブ

ル
ー
ト
レ
イ
ン
等
を
入
れ

た
結
果
、
構
内
は
手
狭
な

状
態
で
す
。
多
く
の
観
光

客
が
来
ら
れ
た
場
合
、
安

全
管
理
が
不
十
分
だ
と
感

じ
ま
す
。

　

若
桜
駅
周
辺
、
公
園
整

備
用
地
、
測
量
委
託
業
務

の
進
捗
状
況
を
、
伺
い
ま

す
。

望
ま
し
い
。
小
規
模
自
治

体
ほ
ど
地
域
経
済
に
占
め

る
ウ
エ
イ
ト
は
非
常
に
大

き
い
。
地
域
経
済
、
雇
用

や
所
得
が
維
持
さ
れ
る
こ

と
は
そ
の
地
域
に
毎
年
ま

と
ま
っ
た
投
資
が
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

Q　

本
町
の
在
住
者
の

雇
用
状
況
に
応
じ
た
入
札

参
加
審
査
で
の
入
札
条

件
整
備
や
プ
ロ
ボ
ー
ザ
ル

方
式
で
の
加
配
採
点
法
な

ど
、
何
ら
か
の
住
民
へ
の

メ
リ
ッ
ト
は
考
え
ら
れ
な

い
で
し
ょ
う
か
。

�

小
林
町
長

A　

安
く
て
質
の
高
い
業

務
、
工
事
サ
ー
ビ
ス
を
可

能
な
限
り
公
平
な
競
争

に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
が

原
則
。
本
町
在
住
者
の
雇

用
状
況
に
応
じ
た
採
点
は
、

競
争
の
公
平
を
損
な
う
た

め
導
入
は
難
し
い
で
す
。

Q　

本
町
の
様
々
な
助
成

制
度
は
、
商
工
会
や
農
協
な

ど
と
協
力
し
地
域
内
再
投

資
力
を
高
め
る
仕
組
み
が

必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

�

小
林
町
長

A　

駅
裏
の
土
地
が
有
効

活
用
で
き
れ
ば
若
桜
町
の

活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
事
業
の
背
景

に
は
鳥
取
県
東
部
の
残
土

処
理
場
が
不
足
し
て
い
る

状
況
が
あ
り
ま
す
。
県
事

業
等
の
残
土
で
、
埋
め
立

て
す
れ
ば
経
費
が
か
か
ら

ず
４
ha
の
利
便
性
の
よ
い

土
地
が
出
来
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

鉄
道
公
園
の
話
も
出

て
い
ま
す
。
測
量
委
託
業

務
に
つ
い
は
、
現
地
測
量

と
し
て
縦
断
、
横
断
の
測

量
に
よ
る
土
量
計
算
や
造

成
の
概
略
検
討
、
土
地
の

登
記
等
も
調
べ
ま
す
。
12

月
に
は
降
雪
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
繰
越
事
業
な
の
で
、

地
権
者
等
の
了
解
を
い
た

だ
き
早
期
に
発
注
す
る
よ

う
担
当
課
へ
は
指
示
を
し

て
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

日
本
通
貨
以
外
で
交

付
す
る
こ
と
は
適
切
で
は

な
い
。
し
か
し
、
木
の
自

伐
販
売
は
県
と
町
の
間
伐

材
搬
出
支
援
補
助
金
の
相

当
額
に
つ
い
て
商
品
券
で

助
成
す
る
こ
と
も
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

以
前
、
国
も
環
境
施

策
で
ポ
イ
ン
ト
還
付
制
を

採
用
し
て
い
ま
し
た
。
現
金

還
付
で
は
な
く
、
商
品
券
な

ど
地
域
経
済
が
循
環
で
き

る
交
付
方
法
に
は
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

�

小
林
町
長

A　

通
学
定
期
助
成
は
、

購
入
時
月
額
７
千
円
差
引

し
て
お
り
親
の
そ
の
場
負

担
が
な
い
と
こ
ろ
に
皆
さ

ん
魅
力
を
感
じ
て
お
ら
れ
、

一
概
に
全
て
を
商
品
券
と

い
う
わ
け
に
は
な
か
な
か

い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
、
社
会
教
育
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。〉

一　般　質　問Ｑ Ａ

山本　晴隆�議員

住民幸福度を上げることに重点、地域内経済循環の
ワーキングホリデー制度＜西米良村＞

科　目 26年度決算額 内、町内投資額 比率

一般
会計

委託料 3億6,200万円 1億5,500万円 42.70%
工事請負費 3億2,000万円 2億3,800万円 74.42%
報酬、職員人件費、
賃金、扶助費 8億4,000万円

備品購入 600万円

簡水 委託料 2,200万円 500万円 24.80%
工事請負費 3,600万円 3,500万円 97.40%

公共
農排 委託料 3,400万円 0円

自然で観光促進

一
体
的
な
整
備
を
進
め
た
い

清
流
祭
り
会
場
周
辺
整
備

地域内経済循環

1
件
ご
と
の
仕
分
け
は
無
理
。

大
ま
か
だ
と
15
億
円
で
46
・
9
％

一
般
会
計
32
億
円
余
の
内
、

本
町
の
住
民
・
企
業
・
産
業

へ
投
資
し
た
額
又
は
比
率
は

観光問題

早
期
に

 

発
注
す
る

公
園
整
備
用

地
、
測
量
委
託

業
務
は

今
後
、
検
討
も

 

考
え
る

良
質
の
稚
魚
を

 

放
流
で
き
な
い
か
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あ
と
が
き

意見・写真をお寄せください gikai@town.wakasa.tottori.jp 0858（82）2222メール FAX

　

朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な

り
、
山
々
の
色
ど
り
が
若

桜
町
を
美
し
く
包
ん
で
い

ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
会
だ

よ
り
は
、
平
成
26
年
度
決

算
審
査
結
果
を
主
に
掲
載

し
ま
し
た
。
昨
年
３
月
よ

り
新
体
制
の
議
会
で
、
予

算
か
ら
決
算
ま
で
行
っ
た

初
め
て
の
審
査
結
果
で

す
。

　

読
み
や
す
く
、
身
近

な
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
前
号
か
ら
文
字
を
大
き

く
し
、
写
真
を
た
く
さ
ん

載
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

紙
面
を
有
効
に
使
用

し
、
た
く
さ
ん
の
情
報
を

お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

読
後
の
感
想
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

�

議　
　

長　

川
上　
　

守

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

�

委
員
長　

青
木　

一
憲

�

副
委
員
長　

山
本　

安
雄

�

委　
　

員　

岡
田　

一
弥

�

委　
　

員　

小
林　
　

誠

�

委　
　

員　

山
根　

政
彦
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　若桜町で生まれて四十余年、進学や仕事の
都合で離れたことはありますが、若桜町が私
の故郷で、この地で暮らしていきたいと思っ
ています。
　もちろん両親や家族には感謝していますが、
私を育んでくれた若桜の自然、環境が小さな
頃より大好きでこの地で一生を過ごしたいと
考えるようになりました。
　今現在、若桜町は少子高齢化が進み、また
人口も減少していっています。この流れが改
善すれば良いのですが、それは難しいと思わ
れます。
　本来は沢山の人に移住して頂いて、これか
らどんどん賑わうようになってもらいたいと
考えていますが、私のように自分の故郷を大
切にしている方にはそこまでのことは望めな
いでしょう。ですが、少しでも多くの方に若
桜の良い所を知ってもらい、これからの発展
につながれば良いと考えています。
　不便な面も少なくありませんが、若桜に住
んでよかったと思うこともたくさんあります。
ましてや私にとっては故郷であり、この思い
を大切にこれからも暮らしていきたいと思い
ます。

　現在82歳9ケ月でなんとか自分なりの健康
な生活を楽しんでいる。走っていると、早足
で学校に向かっている中学生が「おはよー」
と私を追い越していってしまう。運動として
は軽いが脂肪を燃やして健康を保持するため
に毎朝5キロを走る。走れないようになった
ら歩く。大会に出場して優勝をしたい目標も
あったが、どうもそれだけではないような気
がする。具体的にはわからないが、走ること
で右脳が活性化し、喜びが生まれてくる。そ
れは日々の暮らしにおける充実感が湧いてく
る。その他県民体育館まで出て週に2回空手
とウエイトトレーニングを３回行う。またカ
ラオケ、踊りも行っている。これが自分なり
の生き甲斐と思っている。暮らしの中に好き
なことを取り入れて楽しみ、老いてこそよい
人生といって、感動的で自己充足的な終わり
にしたいと思う。好きな海外旅行は毎年３月
終わりに一人旅を行う。一昨年はインド旅行
した。このような人の役に立つようなことは
していないが楽しく生きている。おかげさま
で良く動いて楽しく生きることが毎日の健康
につながっていると思われる。こうして今を
生かされていることに毎日感謝している。末
筆ですが[マラソンに賭けた半世](700円)の
全国版を出版しました。

83 歳を生きる

このコーナーでは、議会、議員や議会だより等に
関わる町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。

岸本　匡史さん
（岸野）

君野　弘明さん
（西町）
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